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《学校教育目標》 「持続可能な未来の創り手として、 

たくましく、心豊かに、学び続ける生徒の育成」  

《 キーワード 》 「行動」「協働」「感動」 

《 校  訓 》 「みなぎる力、輝く希望、あふるる光」 

                       

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 24日（金）、記念すべき第 70回文化発表会が「天下夢奏 ～with One Heart～」のスローガン

のもと、華やかに開催されました。 

さんによる「五中らしい素敵な文化発表会を！」という開会のあいさつの後、文化発表会の

スタートを彩ったのは、吹奏楽部の見事な演奏でした。最初の曲は「アンパンマンマーチ」。そこから

映画「アラジン」のテーマ「ホール・ニュー・ワールド」、そして、ＭＯＮＧＯＬ８００の「小さな恋

のうた」とどんどん盛り上がり、手拍子が会場を包み込みました。 

素敵な演奏に酔いしれていた時、会場から「アンコ～ル！アンコ～ル！」の声。

その声に押されるように、ステージにはなんと、フルートの  先生（通級教室）

クラリネットの  先生（図書室）、パーカッションの  先生（吹奏楽部顧問）

と  先生（吹奏楽部副顧問）、ギターの  先生（３－１担任）、ドラムスの  

先生（３－３担任）、そして、ボーカルの  先生（１－３担任）が次々と登場！

会場はいきなり興奮のるつぼへ！最後の曲は、映画「君の名は。」の主題歌「前前

前世」！文化発表会最初の演目から、最高の盛り上がりと会場の一体感が生まれました。 

次の演目は、生徒たちが練習に練習を重ねてきた『合唱コンクール』！ 

これまで文化発表会の練習時間や帰りの会には音楽室や体育館、そして各

クラスの窓から、素敵な歌声が学校中に響き渡っていました。どのクラス

も、これまでの練習の成果を発揮し、金賞をそして、最優秀賞を目指して

緊張のステージに立っていました。そして、どのクラスの生徒もみんなで

大きな声で自分たちの曲を歌い上げていました。大きな声で歌うことは、

実は勇気のいることです。音を外したら…、歌詞を間違えたら…、誰かが

笑う？誰かが怒る？そんな不安が頭をよぎります。しかし、仲間が間違いをかき消してくれると信じて

いれば、思いきり大きな声で歌えます。大きな声は、『信頼』の証なのです。 

感動の 唐津市立第五中学校第70回文化発表会！ 

天下夢奏 with One Heart 

～ 僕らの青春物語 ～ 



 合唱コンクールの後は、各学年の総合的な学習の発表。第２学年からは、１０月

２･３日に行った『職場体験学習』についての発表でした。多くの事業所やお店に

お世話になりながら体験した「働く」ということ。その大変さや厳しさ、難しさ、

そして喜びについてだけではなく、それぞれの事業所が取り組んでいるＳＤＧｓの

活動についても発表してくれました。「働くこと」はお金を稼ぐことだけではなく

人と人とのつながりを大切にすることや、その街の生活や文化を支えること、歴史

ある商店はその伝統を未来へとつなぐことなども大切にしながら営業をされている

ことを学び、持続可能な地域社会をどのように創り上げていくか、立派に発表してくれました。 

 第１学年は、ふるさと「唐津」について郷土学習を行った成果を発表しました。

唐津城や七ツ釜、唐津の名産品、おんじゃおんじゃ等について、堂々とした態度

で発表を行い、説明を３択クイズ形式で出題するなどの工夫もありました。その

選択肢には観客の笑いを誘うようなものが入れてあり、１年生らしいユニークな

演出も光りました。そんな発表を通じて、長年唐津に住んできた私自身これまで

知らなかった新たな唐津の魅力を教えてもらいました。 

午前中最後は諸連絡のはずだったのにサプライズが！なぜか先生たちが舞台へと集まり、職員による

合唱が突然はまる！    先生（１―１担任）の指揮のもと、整列する五中職員。騒然とする会場で

響いた  先生（３－３担任）のピアノの演奏。曲は、Mrs. GREEN APPLEの「僕のこと」。その感想は

生徒さんに聞いて下さい（笑）。 

校内には、美術部の作品や書道、家庭科、美術科の作品、理科の自由研究、各学年の総合的な学習の

成果を新聞形式で紹介する展示物、３年生がペットボトルのラベルでステンドガラス風に制作した外町

四ヶ町の曳山と虹の松原の風景などが所狭しと展示されていました。また、そんな展示物の数々を興味

をもちながら見学している五中生の姿がとても印象的でした。 

いよいよ文化発表会のラストを締めくくるのは、第３学年の総合的な学習の発表。修学旅行に向けて

学んだ第二次世界大戦末期に日本軍が行った「特攻」という作戦。修学旅行で訪れた鹿児島の知覧特攻

平和会館で見た展示物、聞いた語り部さんの本当の話。そこで学んだ事実を後輩たちや保護者・地域の

方々へ「伝える」ために演劇という形で表現してくれました。 

悲惨な戦争の真実。自分たちとさほど年齢の変わらない少年飛行兵。欲しかった自由や叶えたかった

未来。命と引き換えに大切なものを守ろうと散っていったその思いを３年生は真剣に、そして激しく、

私たちに伝えてくれました。短い練習期間でありながら、本当に素晴らしい発表でした。劇中の最後の

ナレーションであったように、私たちはこの悲劇を二度と繰り返さぬよう、全力で今の平和を守らねば

ならないと固く誓います。３年生の皆さんありがとうございました。 

 この第70回文化発表会は実行委員会のスローガンのとおり、五中生みんなの心を一つにして、天下に

自分たちの夢を奏でながら、青春の物語をまざまざと見せてくれました。素晴らしい感動的な文化発表

会でした。ますます五中が大好きになりました！ 
 

文化発表会実行委員長（文化部部長）      さん 

私が文化委員長になってから１番大変だったのが、文化発表会でした。文化発表会の準備で昼休みや

放課後がほとんどなくて、とても忙しかったけど、文化委員の皆さんや副委員長、そして五中生全員が

一生懸命に参加してくれたおかげで文化発表会を無事に終えることができました。文化発表会で本当に

いろんなことを学びました。これから学んだことを生かしていこうと思います。 

文化祭実行委員会副委員長（文化部副部長）      さん 

文化発表会お疲れさまでした。皆さんのおかげで最高の文化発表会になりました。本当にありがとう

ございました。 

合唱コンクール成績 

最優秀賞・第３学年金賞:３年４組  第２学年金賞:２年１組  第１学年金賞:１年１組 

   笑顔が美しいで賞:１年２組 チームワーク賞:３年２組    大合唱賞:３年３組    


